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呼吸器感染症に対 して新 しい注射用セフェム系のcefepime1～2gを1日2回,4～17日 間 点

滴静注 した。その結果,肺 炎13例 中11例 が有効以上,慢 性気管支炎1例 はやや有効であ り,

全体の有効1率は78.6%で あ った。副作用は1例 も認められず,臨 床検査値異常変動は1例 で血

清GOT,GPTの 軽 度上昇が認め られた。
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Cefepime(CFPM)は1981年 に ブ リス トル ・マ イヤ

ー ズ研 究 所 株 式 会 社 東 京 研 究 所 に お い て合 成 され た 新

しい注 射 用 セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質 で あ る。 セ フ ェ ム 骨 格

の7位 側 鎖 に α-methoxyimino-aminothiazole基 を

有 し,3位 側 鎖 にN-methylpyrrolidinium基 と,2位 側

鎖 のcarboxyl基 との 間 で 分 子 内 塩 を つ く る ベ タ イ ン

構 造 を有 し て い る。 本 剤 は グ ラ ム 陽 性 菌 お よ び グ ラ ム

陰性 菌 に 広 い抗 菌 ス ペ ク トラ ム を 有 し,グ ラ ム 陽 性 菌

にはceftazidime(CAZ)よ り2～3管 程 度 強 い 抗 菌 力

を示 し,グ ラ ム 陰 性 菌 で もKlebsiella pneumoniae,

Enterobacter cloacae ,Serratia marceScensに 対 して2

～3管CAZよ り 優 れ た 抗 菌 力 を 持 っ て お り
,Am.

40monas aeruginosaに 対 す る 抗 菌 力 はCAZと 同 等

であ っ た1)。

β-lactamaseに 対 す る 安 定 性 はpenicillinase

(PCase)II型 お よ びcefuroximase(CXase)を 除 い て

CAZと 同 様 で あ り,結 合 親 和 性 が 低 い1)。ま た 正 常 マ ウ

ス全 身感 染 治 療 実 験 で は ,本 剤 はCAZ,cefotaxime

(CTX)と 比 較 す る と,MIC値 に 比 べED50値 が 優 れ て

いる1)。

以上の様な特徴のある本剤 を呼吸器感染症14症 例

に投与 して,本 剤の臨床効果 と副作用,臨 床検査値異

常変動の有無などの安全性の検討を行 った。

1988年3月 から1989年6月 までの間に,弘 前大学

医学部第三内科関連病院 で感染症 と診断 され,本 剤投

与の同意を得 られた14例 にCFPMを 投与 した。その

内訳は肺炎13例,慢 性気管支炎1例 であった。投与患

者は女性6例,男 性8例 であ り,年 齢は31歳 か ら84歳

までで,30代2例,40代2例,50代1例,60代2例,

70代5例,80代2例 であった。症状および臨床検査値

などか ら重症度を判定 したが,軽 症3例,中 等症9例,

重症2例 であった。なお基礎疾患 として肺癌1例,塵

肺1例,糖 尿病 ・気管支喘息が1例 に認め られ た。薬

剤投与方法は1回0.5～19を1日2回 点滴静注 し,投

与期間は4日 から17日 間 であった。本剤の効果判定は

投与後の解熱の程度,咳 徽,喀 疾量お よびその性状,

ラ音,胸 部X線 写真,赤 沈,白 血球数CRPな どの改

善度から臨床効果 を判定 した。

使用 した14症 例の概要 をTable1に,各 疾患別の判

定成績 をTable2に 示 した。本剤投与前に喀疲 より分
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Table 1. Results of clinical investigation of RTI cases treated with cefepime

* Before treatment

After treatment

RTI: respiratory tract infection

DM: diabetes mellitus
NF: normal flora

Table 2. Clinical efficacy of cefepime treatment

離 された菌 は症例2よ りStreptococcuspneumoniae

が検 出されたが,本 剤投与後に消失 した。本剤の臨床

効果は肺炎で著効4例,有 効7例,無 効2例 であ り,

有効率 は84.6%で あ った。慢性気管支炎の1例 はやや

有効であった。全体での本剤の有効率は78-6%で あ っ

た。本剤の副作用は1例 も認め られなかった。本剤投

与前後の臨床検査値 をTable3に 示 した。臨床検査値

異常変動は症例11で 血清GOT,GPTの 軽 度上昇が

認め られた。その他の症例 では臨床検査値の異常変動

は発現 しなかった。

以上の結果よ り次のように考察できる。

CFPMは セ フェム系の新 しい注射用抗菌剤 であ り,

その抗菌 スペ ク トラムは広範囲にわたっている。本剤

はブ ドウ球菌の作用点にCAZよ り親和性が強 く,緑

膿菌のPBPに はCAZと 同程度の結合親和性を示す。

β-lactamase産 生 菌 に対 して強 い抗 菌力 を有 し,

PCaseII型 お よびCXaseを 除 く各種 β-lactamaseに

対 して非常に安定であ り,そ の親和性 も低いので耐性

株が少ないとされている2)。また,本 剤は動物の実験感

染および免疫抑制マウスの全 身感染に優れた治療効果

を示 しているD。

呼 吸 器 感 染症 の 主要 な起 炎 菌 は,た とえばS.

pneumoniae, Haemophilus influenzae, K. pneumo

niae, Staphylococcus aureus, P. aeruginosa などであ
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Table 3. Laboratory findings before and after cefepime treatment

*Abnormal value

り,本 剤の抗菌力はこれらの呼吸器感染症の起炎菌を

十分カバーできると考えられる。以上の ような特徴の

ある本剤 を14例 の呼吸器感染症につ き治験 を試み,そ

の臨床効果について検討 を加 えた。肺炎13例 中11例

が有効以上 であ り,有 効率 は84.6%で あ った。有効以

上の11例 の うち4例 が著効 を示 した。慢性気管支炎の

1例 はやや有効であ り,全 体の有効率は78.6%で あ っ

た。本剤投与症例の14例 中70歳 以上 は7例 と全体の

半数を占めていたことを勘案す ると上記の有効率は優

れたものと考えられる。

本剤による副作用は特に認めず,本 剤の臨床検査値

に対す る影響 については,1例 で本剤投 与中に血清

GOT,GPTの 軽 度上昇がみ られた。

以上の結果よ り,CFPMは 呼 吸器感染症において優

れた臨床効果を示 し,安 全性 も高 く,有 用性の優れた

抗菌剤 と考 えられる。
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Cefepime was administered intravenously to 14 patients with respiratory tract infection at 1-2 g
b.i.d. for 4-17 days. Clinical efficacy was excellent in 4 cases, good in 7 cases, fair in 1 case and poor
in 2 cases, with an overall efficacy rate of 78.6 %. No side effects were observed in any of these
cases. However in one patient, mild elevation of GOT and GPT was observed on laboratory investiga-

tion.


